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図2　化学療法に伴う腹腔内マクロファージの継時的変化
ジへの分化が起こると考えられた。さらにM2マクロ
ファージへと分化したマクロファージは，癌細胞との相
互作用により腫瘍促進作用を生じるものと推察される。
　本検討では，化学療法を行うことで腹腔内マクロ
ファージのphenotypeが変化し，　M2マクロファージの
比率が低下することが明らかとなった。本症例で使用し
たパクリタキセルは，Toll－like　receptor　4（TLR4）のア
ゴニストであることが知られている9）。TLR4はグラム
陰性菌の感染時に産生されるリボ多糖（LPS）の受容体
であるが，M1マクロファージの分化誘導は主にTLR4
を介して起こることが報告されているlo）。パクリタキセ
ルは抗癌剤として癌細胞に直接作用するだけでなく，胃
癌癌性腹膜炎において誘導されたM2マクロファージを
M1マクロファージへ形質転換した可能性が予想され
た。
　以上より，胃癌癌性腹膜炎の病態進行にはマクロ
ファージが関与していることが考えられ，マクロファー
ジをターゲットとした治療法の開発が望まれる。
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